
 (1) 第50号し　お　か　ぜ



第50号  (2)し　お　か　ぜ

　

明
海
大
学
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後

援
会
は
１
９
８
８
年

に
発
足
し
、
今
年
で

創
立
30
周
年
を
迎
え

ま
す
。

　

最
初
の
約
10
年
は
、

活
動
の
土
台
を
固
め

た
草
創
期
で
あ
り
、
次
の
約

10
年
は
時
代
の
流
れ
の
中
で
、

活
動
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
た
め
の
精
査
を
行
っ
た
充

実
期
と
位
置
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
創
立
20
周
年
以
降

今
日
ま
で
、
時
代
の
歩
み
の

中
で
本
会
の
活
動
は
進
化
を

遂
げ
な
が
ら
順
次
受
け
継
が

れ
、
大
き
く
発
展
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
中
で

本
会
主
体
事
業
の
一
つ
で
あ

る
、
地
区
教
育
懇
談
会
開
催

は
活
動
の
主
軸
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
開
催
場
所
も
少
し

ず
つ
増
え
て
い
き
、
現
在
で

は
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄

ま
で
全
11
カ
所
で
開
催
さ
れ

て
お
り
、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
る
２
回
の
関
東
地

区
教
育
懇
談
会
を
数
え
て
い

く
と
全
12
回
の
開
催
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

地
区
教
育
懇
談
会
に
出
席

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
保
護

者
の
方
々
か
ら
は
、「
実
際

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先

生
方
に
直
接
お
会
い
し
、
質

問
や
相
談
を
す
る
機
会
を
い

た
だ
き
、
と
て
も
有
意
義
な

時
間
で
し
た
」
と
い
う
、
う

れ
し
い
お
言
葉
も
多
々
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
度
地

区
教
育
懇
談
会
に
出
席
し
て

く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
方
々

が
二
度
、
三
度
と
出
席
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ

の
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
保
護
者
の

方
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
本
会
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
誇

り
に
思
う
と
と
も
に
、
こ
の

よ
う
な
節
目
の
時
期
の
会
長

で
あ
る
こ
と
は
責
任
重
大
だ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
私

一
人
だ
け
で
そ
の
責
任
を
担

え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
会
に
関
わ
っ
て
い
る
役
員

の
す
べ
て
の
方
々
、
さ
ら
に

安
井
学
長
は
じ
め
各
学
部
の

諸
先
生
方
、
職
員
の
方
々
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
気
持
ち
を
一
つ

に
し
て
時
代
に
即
し
た
活
動

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

日
頃
よ
り
本
会
の
活
動
へ

の
温
か
い
ご
理
解
と
惜
し
み

な
い
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
明
海
大
学
の
ま
す

ま
す
の
発
展
と
、
本
会
が
今

後
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ

と
を
ご
祈
念
し
、
私
の
ご
挨

拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

２
０
１
８
年
６
月
２
日

（
土
）、
明
海
大
学
浦
安
キ
ャ

ン
パ
ス
で
「
教
育
後
援
会
評

議
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
遠

く
は
沖
縄
県
か
ら
の
参
加
者

も
含
め
、
全
国
各
地
の
評
議

員
と
教
職
員
あ
わ
せ
て
64
名

が
出
席
し
た
。

よ
り
多
く
、

よ
り
良
い
学
生
に

来
て
も
ら
え
る
大
学
に

　

会
の
冒
頭
に
挨
拶
を
し
た

安
井
利
一
学
長
は
、「
教
育

後
援
会
の
ご
協
力
も
あ
り
、

今
年
度
は
入
学
者
数
が
増
加

し
ま
し
た
。
ど
ん
な
学
生
で

も
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
本
学
の
教
育
力
に
見

合
っ
た
良
い
学
生
に
入
っ
て

も
ら
い
、
い
か
に
良
い
状
態

で
社
会
に
送
り
出
す
か
。
そ

の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
保
護
者
に

近
く
、
学
生
に
近
い
大
学
と

い
う
特
色
を
伸
ば
し
て
今
後

も
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

ま
た
、
鈴
木
洋
州
学
生
支

援
課
長
は
、
学
生
の
就
職
活

動
の
状
況
に
つ
い
て
言
及
。

　

今
年
度
は
大
卒
求
人
倍
率

が
１
・
88
倍
と
昨
年
よ
り

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
す
で

に
現
４
年
生
の
43
・
３
％
が

内
定
、
内
々
定
を
い
た
だ
い

て
い
る
状
況
で
、
こ
れ
は
昨

年
の
同
時
期
と
比
べ
て
高
い

数
値
。
引
き
続
き
学
生
を

し
っ
か
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
、
希
望
す
る
就
職
先
へ
送

り
出
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

地
区
教
育
懇
談
会
の

参
加
者
が
増
　

大
学
と
保
護
者
の
架
け
橋
に

　

続
い
て
、
栗
本
真
弓
会
長

を
議
長
と
し
て
、
昨
年
度
の

評
議
員
会
の
議
事
録
の
確
認

や
、
昨
年
度
の
活
動

実
績
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
。
今
年
度
着

任
し
た
桐
原
公
夫
新

事
務
長
が
、
２
０
１

７
年
度
の
一
般
会
計

決
算
や
特
別
会
計
基

本
積
立
決
算
な
ど
を

報
告
。
ま
た
、
２
０

１
７
年
度
の
事
業
報

告
を
行
っ
た
。
特
に

毎
年
恒
例
の
事
業
と

な
っ
て
い
る
就
職
懇

談
会
と
全
国
各
地
で

の
地
区
教
育
懇
談
会

は
、
昨
年
と
比
較
し

て
６
地
区
で
参
加
数
が
増
え

て
い
る
こ
と
を
確
認
。「
地

方
に
出
向
い
て
保
護
者
に
向

け
て
大
学
や
学
生
の
近
況
を

説
明
す
る
会
は
と
て
も
大
切

な
こ
と
と
考
え
、
引
き
続
き

教
育
後
援
会
の
柱
の
事
業
と

し
て
力
を
注
い
で
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
８
年
度

の
役
員
と
評
議
員
の
選
出
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
承
認
。

新
会
長
に
戸
澤
五
月
前
副
会

長
が
任
命
さ
れ
、
新
た
な
体

制
が
整
っ
た
。

　

戸
澤
五
月
新
会
長
は
「
娘

二
人
が
明
海
大
学
に
入
学
し
、

長
く
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
長
女
と
一
緒
に
来
た

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
聞

い
た
、
安
井
学
長
の
“
人
間

を
育
て
る
教
育
”
と
い
う

お
話
に
感
銘
を
受
け
て
か

ら
、
大
学
に
は
絶
大
な
信
頼

を
置
い
て
い
ま
す
。
教
育
後

援
会
の
30
周
年
と
い
う
節
目

の
年
に
会
長
と
い
う
大
役
を

仰
せ
つ
か
る
の
は
と
て
も
誇

ら
し
い
こ
と
で
す
。
と
は
い

え
、
私
一
人
で
運
営
が
成
り

立
つ
も
の
で
は
な
く
、
多
く

の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
教

育
後
援
会
一
丸
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。

会長
挨拶

教
育
後
援
会
会
長
　
戸
澤
五
月

地
区
教
育
懇
談
会
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

2017 年度　一般会計決算書
（自）2017年 4月 1日（至）2018年 3月 31日

収入の部	 	 単位：円
科 目 2017年度予算額（ａ） 2017年度決算額（ｂ） 差異（ａ－ｂ）
会 費 62,000,000 62,180,000 △ 180,000
一 般 会 計 戻 入 金 20,000,000 20,000,000 0
当年度収入　合計 82,000,000 82,180,000 △ 180,000
繰 越 金 18,102,635 18,102,635 0
収 入 の 部　 合 計 100,102,635 100,282,635 △ 180,000
支出の部	

科　　目 2016年度予算額（ａ） 2016年度決算額（ｂ） 差異（ａ－ｂ）

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 400,000 270,000 130,000
組織強化費 16,000,000 14,337,099 1,662,901
広報費 4,500,000 4,055,800 444,200
創立 30周年記念事業費 20,000,000 950,485 19,049,515

小　　計 40,900,000 19,613,384 21,286,616
学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事費 19,700,000 12,372,594 7,327,406
部活動等協力費 9,800,000 9,648,466 151,534
教育補助費 5,440,000 3,604,993 1,835,007
卒業アルバム制作費 5,000,000 4,371,000 629,000
就職対策費 1,000,000 648,521 351,479
留学研修費 3,500,000 1,444,000 2,056,000

小　　計 44,440,000 32,089,574 12,350,426
事業費計 85,340,000 51,702,958 33,637,042

会
議
費

評議員会議 1,300,000 1,040,099 259,901
役員会・常任役員会 1,500,000 1,499,181 819
その他会議 300,000 283,580 16,420

会議費計 3,100,000 2,822,860 277,140

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000 22,635 77,365
慶弔費 250,000 128,414 121,586
旅費交通費 30,000 0 30,000
印写事務費 600,000 447,778 152,222
業務委託費 7,800,000 7,746,630 53,370
渉外費 300,000 192,000 108,000
消耗品費 400,000 100,664 299,336
事務費 500,000 266,058 233,942

小　　計 9,980,000 8,904,179 1,075,821
備
品
費
什器備品費 500,000 0 500,000

小　　計 500,000 0 500,000
管理費計 10,480,000 8,904,179 1,575,821

予　　 備 　　費 1,000,000 354,989 645,011
当年度支出　合計 99,920,000 63,784,986 36,135,014
次 年 度 繰 越 金 182,635 36,497,649 △ 36,315,014
支出の部　合計 100,102,635 100,282,635 △ 180,000

2018 年度　一般会計予算書
（自）2018年 4月 1日（至）2019年 3月 31日

収入の部	 	 単位：円
科 目 2018年度予算額（ａ） 2017年度予算額（ｂ） 差異（ａ－ｂ）
会 費 64,000,000 62,000,000 2,000,000
一 般 会 計 戻 入 金 0 20,000,000 △ 20,000,000
当年度収入　合計 64,000,000 82,000,000 △ 18,000,000
繰 越 金 36,497,649 18,102,635 18,395,014
収 入 の 部　 合 計 100,497,649 100,102,635 395,014
支出の部

科　　目 2017年度予算額（ａ） 2016年度予算額（ｂ） 差異（ａ－ｂ）

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 400,000 400,000 0
組織強化費 16,000,000 16,000,000 0
広報費 4,500,000 4,500,000 0
創立 30周年記念事業費 19,049,515 20,000,000 △ 950,485

小　　計 39,949,515 40,900,000 △ 950,485
学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援 19,700,000 19,700,000 0
部活動等協力費 9,800,000 9,800,000 0
教育補助費 5,440,000 5,440,000 0
卒業アルバム制作費 5,000,000 5,000,000 0
就職対策費 1,000,000 1,000,000 0
留学研修費 3,500,000 3,500,000 0

小　　計 44,440,000 44,440,000 0
事業費計 84,389,515 85,340,000 △ 950,485

会
議
費

評議員会議 1,300,000 1,300,000 0
役員会・常任役員会 1,500,000 1,500,000 0
その他会議 300,000 300,000 0

会議費計 3,100,000 3,100,000 0

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000 100,000 0
慶弔費 250,000 250,000 0
旅費交通費 30,000 30,000 0
印写事務費 600,000 600,000 0
業務委託費 7,800,000 7,800,000 0
渉外費 300,000 300,000 0
消耗品費 400,000 400,000 0
事務費 500,000 500,000 0

小　　計 9,980,000 9,980,000 0
備
品
費
什器備品費 500,000 500,000 0

小　　計 500,000 500,000 0
管理費計 10,480,000 10,480,000 0

予　　備　　費 1,000,000 1,000,000 0
当年度支出　合計 98,969,515 99,920,000 △ 950,485
次 年 度 繰 越 金 1,528,134 182,635 1,345,499
支出の部　合計 100,497,649 100,102,635 395,014

昨年度の振り返りと
今年度へ向けて

2018 年度　評議員会
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３
月
14
日
（
水
）、
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援
会
に

よ
る
学
生
表
彰
が
30
周
年
記

念
館
学
生
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
優
れ
た
活
動
を

行
っ
た
学
生
を
個
人
ま
た
は

団
体
で
表
彰
す
る
も
の
。

　

表
彰
者
を
代
表
し
て
挨
拶

を
し
た
池
羽
七
海
さ
ん
（
不

動
産
学
科
４
年
）
は
、
住
宅

新
報
「
不
動
産
の
不
思
議
」

に
１
年
次
か
ら
記
事
を
投
稿

し
表
彰
さ
れ
た
が
、
陸
上
競

技
部
に
も
在
籍
し
活
躍
し
た
。

「
文
武
両
道
を
貫
く
こ
と
が

で
き
た
の
は
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
家
を

売
買
す
る
仕
事
を
頑
張
り
ま

す
」
と
語
っ
た
。

　

栗
本
真
弓
教
育
後
援
会
会

長
は
「
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ

ス
教
育
後
援
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝

察
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
日

頃
よ
り
、
大
学
の
運
営
に
対

し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
を

頂
戴
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
６
月
２

日
（
土
）
に
教
育
後
援
会
の

30
周
年
記
念
式
典
が
戸
澤
会

長
の
挨
拶
、
内
田

市
長
の
挨
拶
、
そ

し
て
学
校
法
人
明

海
大
学
を
代
表
し

て
宮
田　

淳
理
事

長
の
挨
拶
で
厳
か

に
格
調
あ
る
式
典

が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
ジ
ャ

ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

後
援
会
の
会
長
を
務
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
栗
本
真
弓
様

に
は
適
切
な
会
務
運
営
で
立

派
に
そ
の
重
責
を
果
た
し
て

く
だ
さ
り
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
栗
本
前
会
長
は
釘

﨑
元
会
長
の
時
代
に
も
教
育

後
援
会
の
執
行
部
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
長
い
お
付
き
合
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
苦

労
様
、
そ
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
地

区
懇
談
会
や
就
職
説
明
会
そ

し
て
９
カ
所
の
地
区
懇
談
会

と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

執
行
部
一
体
と
な
っ
た
教
育

後
援
会
の
熱
心
な
対
応
に
い

つ
も
感
動
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン

私
が
い
つ
も
教
職
員
に
伝

え
る
こ
と
で
す
が
、「
明
海

大
学
に
入
学
し
て
よ
か
っ
た
。

明
海
大
学
を
卒
業
し
て
よ

か
っ
た
」
と
思
え
る
こ
と
が

大
学
の
魅
力
で
あ
り
実
力
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
教
育
の

質
保
証
に
全
力
を
投
入
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
教

育
の
質
保
証
が
あ
っ
て
、
就

職
も
、
夢
の
実
現
も
付
随
し

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
今
年

度
か
ら
、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス

の
教
務
執
行
部
も
新
た
な
布

陣
と
な
り
ま
し
た
。
気
合
を

入
れ
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
応
援
く
だ
さ
る
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

部
も
参
加
し
て
親
し
み
の
あ

る
懇
親
会
も
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
が
明
海
大
学
の
学

長
を
拝
命
し
て
最
初
の
大
仕

事
は
平
成
20
年
に
行
わ
れ
ま

し
た
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育

後
援
会
創
立
20
周
年
の
お
祝

い
で
し
た
。
今
で
も
、
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。
今
回
、

浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
を
支
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
多
く
の
名

誉
会
員
と
も
久
し
ぶ
り
に
対

面
し
て
私
も
大
変
懐
か
し
い

思
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
平
成
29
年
度
の
１
年

間
、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育

パ
ス
は
、「
教
職
員
と
学
生

そ
し
て
保
護
者
の
距
離
を
近

く
し
て
情
報
を
常
に
共
有
し

満
足
度
の
高
い
大
学
で
あ

れ
」
と
い
う
の
が
学
長
と
し

て
の
強
い
思
い
で
あ
り
、
私

の
教
育
の
根
幹
理
念
で
も
あ

り
ま
す
。
教
育
後
援
会
執
行

部
の
皆
様
を
通
じ
て
、
そ
の

思
い
を
保
護
者
の
皆
様
に
伝

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

を
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
度
の
会

長
を
お
務
め
い
た
だ
く
戸
澤

五
月
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
の

１
年
間
、
新
た
な
執
行
部
と

し
て
、
大
学
と
一
体
と
な
っ

て
の
改
革
に
ご
支
援
ご
協
力

を
戴
き
た
く
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2017年度浦安キャンパス教育後援会表彰者一覧（敬称略）
1. 表彰対象①

 氏名（学科・年次） 内　　容
森　龍斗（経済・４年） 第28回関東学生空手道体重別選手権大会　男子60㎏級優勝

柳　雄太郎（経済・４年） Y.S.C.C.（Ｊ3）新加入決定
池羽　七海

（不動産・４年）
住宅新報「不動産の不思議」に１年次から記事（11本）を執筆し、大学の
ＰＲ活動に貢献した。

小山　柚衣子
（英米語・３年）

「スズキジャパンカップ2017　第34回全日本総合エアロビック選手権大会」
シニア（グループ）部門　優勝

楠瀬　和旺（経済・３年）
2017年470級ジュニアワールド選手権大会17位、
2017年度関東学生ヨット個人選手権大会470級１位、
2017年度全日本学生ヨット個人選手権大会470級３位

玉井　瑛士
（不動産・３年）

2017年470級ジュニアワールド選手権大会17位、
2017年度関東学生ヨット個人選手権大会470級１位、
2017年度全日本学生ヨット個人選手権大会470級３位

亀井　照太（日本語・４年）日本語学科・国語教職リーダー（３～４年次）、２年生への学習指導を実施
細野　舞香

（日本語・３年）
第96回関東学生陸上競技対校選手権大会（関東インカレ）女子１部400ｍ決勝
５位、2017日本学生陸上競技個人選手権大会　女子400ｍ　準決勝９位　他

田原　智仁（経済・３年）
第96回関東学生陸上競技対校選手権大会（関東インカレ）女子ハンマー投10位、
2017日本学生陸上競技個人選手権大会　女子ハンマー投決勝24位、天皇賜杯第
86回日本学生陸上競技対校選手権大会（日本インカレ）女子400ｍ決勝16位

２．表彰対象②
倉田　裕太（日本語・４年）ヨット部
早坂　武流（日本語・４年）サッカー部
草薙　涼（英米語・４年）軽音楽部アリーナ
柴田　和也（英米語・４年）バレーボール部
江口　三省（経済・４年）男子硬式庭球部
田丸　慶征（経済・４年）ラグビー部
森　龍斗（経済・４年） 空手道部

池羽　七海（不動産・４年）陸上競技部
井上　修吾（不動産・４年）漫画研究部
石田　優希（英米語・４年）学術文化連合会会長
成冨　頼幸（経済・４年）学園祭実行委員会委員長
野苅家　覚（経済・４年）体育会連盟会会長
河本　沙綾（不動産・４年）学友会会長、学友会副会長
３．表彰対象③
（個人）アミラ アイシャー ビンティ ノル アシキン（日本語・４年）、ファリカ ファティ ビンティ ノル
アマド（日本語・４年）、中尾　稜（日本語・３年）、張　麗華（日本語・３年）、川邊　良揮（日本語・１年）、
薛　娟（英米語・４年）、白石　隆信（英米語・２年）、ファン ヴァン トアン（経済・２年）、レ ドッ
ク ティエン（経済・２年）、加藤　徳行（経済・１年）、黒川　拓真（経済・１年）、鋤田　大河（経済・１年）、
檜山　大河（経済・１年）、坂本　麻緒（ＨＴ・２年）、チャン ドラワティ ニコレッタ（ＨＴ・２年）
東日本大震災による被災地（岩手県釜石市）の復興支援ボランティア活動に明海大学の代表として積極
的に参加し、地域社会に顕著な貢献をした。

（団体）
ＨＴ学部上杉ゼミ

2009年より日本船のおもてなし「飾り毛布」の実習を定期的に実施、その
伝統技術の継承に取り組む。2016年、国の重要文化財・帆船日本丸に飾り
毛布を展示するボランティア活動を開始、半年ごとに展示を更新。

「
明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
の
30
年
」

学
長
　
安
井
利
一

桜
も
新
入
生
を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う

宮田淳理事長は文武両道に
励んでくださいと挨拶

新入学生を代表して宣誓を行った
英米語学科金子守さん

浦安キャンパス体育館で挙行された学位記授与式

２階席まで保護者で満席

４年間で夢に向かって努力
してほしいとエールを送る
安井利一学長

吹
奏
楽
部
に
よ
る
学
歌
の
演
奏 

卒
業
生
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
科
の

髙
橋
早
紀
さ
ん
。「
半
年
間
、
ハ
ワ
イ

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
で
き
た

こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
」

不
動
産
学
部
を
代
表
し
て
学
位
記
を
受

け
取
る
今
川
史
野
さ
ん
は
千
葉
県
知
事

賞
も
受
賞

色
鮮
や
か
な
袴
姿
の
学
生
も

多
か
っ
た

2017年度学位記授与式
３月 14 日（水）、学位記授与式が浦
安キャンパスで行われた。暖かく穏や
かな天気に恵まれ、卒業生たちの前途
を祝しているようだった。 2018年度 入学式

　４月３日（火）、浦安キャ
ンパスで 2018 年度入学式が
行われた。当日は４月として
は気温が高く、会場となった
体育館内では上着を脱ぐ人も。

学長
挨拶

２
０
１
７
年
度
学
生
表
彰

課
外
活
動
の
功
績
を
た
た
え

37
の
個
人
と
団
体
を
表
彰

MEIKAI  PHOTO  ALBUM



第50号  (4)し　お　か　ぜ

必
修
化
で
１
年
生
か
ら
就
職

を
意
識
づ
け
る

　
「
就
職
に
強
い
実
学
志
向

の
大
学
」
を
目
指
し
て
い
る

明
海
大
学
は
、
独
自
の
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
制
度
「
Ｍ
Ｇ

Ｏ
」
に
よ
っ
て
１
年
か
ら
４

年
ま
で
一
貫
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
組
ん
で
い
る
。
卒
業
後
、

大
学
院
進
学
や
家
業
を
継
ぐ

な
ど
就
職
以
外
の
進
路
を
選

択
す
る
学
生
に
と
っ
て
も
実

社
会
で
役
立
つ
基
礎
的
な
教

育
と
位
置
づ
け
、
１
・
２
年

で
は
必
修
化
し
て
い
る
。
３

年
次
か
ら
は
選
択
科
目
と
な

り
、
学
部
混
成
の
ク
ラ
ス
で

グ
ル
ー
プ
形
式
で
の
授
業
が

増
え
、
４
年
次
で
は
就
活

コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
が
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
一
人
ひ
と
り

の
状
況
に
合
わ
せ
て
進
路
決

定
ま
で
支
援
す
る
。

「
こ
の
取
り
組
み
を
始
め
て

４
年
目
、
就
職
率
が
上
が
っ

て
お
り
、
成
果
と
し
て
出
て

い
る
」
と
内
苑
教
授
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

無
料
で
「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
」
対
策

　

近
年
、
基
礎
学
力
を
測
る

基
準
の
一
つ
と
し
て
Ｓ
Ｐ
Ｉ

試
験
を
導
入
す
る
企
業
が
増

え
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
学

生
を
「
落
と
す
」、
ふ
る
い

に
か
け
る
た
め
。
Ｓ
Ｐ
Ｉ
対

策
と
し
て
大
学
で
は
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
用
意
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
繋
が
る

環
境
で
あ
れ
ば
受
講
で
き
る

の
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

通
学
時
間
な
ど
を
利
用
し
て

学
習
で
き
る
。

　

こ
の
利
用
状
況
は
記
録
さ

れ
、
授
業
の
参
加
率
と
し
て

費
、
ス
ー
ツ
代
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
代
な
ど
就
活
に
は
お
金

が
か
か
る
こ
と
。
も
う
一
つ
、

就
職
活
動
で
は
間
違
い
な
く

落
と
さ
れ
、
落
ち
込
ん
だ
り
、

ス
ト
レ
ス
を
発
散
で
き
な
く

な
っ
た
り
す
る
。
家
庭
で
は

追
い
詰
め
る
こ
と
な
く
、
温

か
く
見
守
っ
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
た
。

で
、
い
わ
ゆ
る
『
売
り
手
市

場
』
で
あ
る
と
し
、「
大
手

企
業
だ
け
で
な
く
、
中
小
企

業
に
も
目
を
向
け
た
広
い
視

野
で
企
業
選
び
を
す
る
こ
と

が
内
定
獲
得
に
は
大
切
」
と

保
護
者
に
呼
び
か
け
た
。

就
職
の
流
れ

　

２
０
２
０
年
卒
（
現
３
年

生
）
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
例

に
説
明
。
今
年
６
月
１
日
よ

り
夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
申
し
込
み
が
ス
タ
ー
ト
、

来
年
３
月
１
日
か
ら
本
選
考
、

６
月
１
日
面
接
解
禁
と
い
っ

た
流
れ
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。た
だ
、こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
な
ら
わ
な
い
企
業
も
多

成
績
評
価
の
対
象
に
も
な
っ

て
い
る
。
自
分
の
成
績
を
知

る
た
め
の
模
擬
テ
ス
ト
も
無

料
な
の
で
、
ど
ん
ど
ん
利
用

し
て
ほ
し
い
。

保
護
者
に
し
か
で
き
な
い
サ

ポ
ー
ト
を

　

最
後
に
、
保
護
者
へ
の
お

願
い
ご
と
と
し
て
、「
交
通

内
苑
孝
美
教
授

　
６
月
16
日
（
土
）、
明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
で
関
東
地
区
就
職
懇
談

会
（
１
～
３
年
生
対
象
）
が
開
催
さ
れ
、２
０
６
名
の
保
護
者
が
参
加
し
た
。

最
新
の
就
職
状
況
と

サ
ポ
ー
ト
方
法
が
分
か
る
と
好
評

関
東
地
区
就
職
懇
談
会

就
活
生
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化

　

就
職
環
境
に
つ
い
て
大
家

氏
は
、「『
人
生
１
０
０
年
世

代
』、『
働
き
方
改
革
』
な
ど

メ
デ
ィ
ア
で
よ
く
見
聞
き
す

る
こ
れ
ら
の
言
葉
の
背
景
に

は
、
急
激
な
日
本
人
の
人
口

減
少
や
労
働
者
人
口
の
減

少
が
あ
る
」
と
話
す
。
ま

た
、
Ａ
Ｉ
化
に
よ
り
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
置
き
換
わ
る

業
種
・
職
種
は
増
え
て
い
く

な
ど
、
今
の
学
生
は
保
護
者

世
代
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る

環
境
に
置
か
れ
て
い
る
と
述

べ
た
。

　

２
０
１
９
年
卒
の
求
人
倍

率
は
１
・
８
８
倍
と
高
水
準

企業名 人数
建設・不動産業
東急リバブル 5
アーネストワン 4
エイブル 4
ミニミニグループ 4
アエラスグループ 3
ＭＤＩ 3
スターツコーポレーション 3
住友不動産販売 3
大東建託 3
ハウスパートナー 3
アイレントホーム 2
内宮運輸機工 2
ハウスメイトグループ 2
伊藤忠アーバンコミュニティ 1
木下工務店 1
積水ハウス 1
タマホーム 1
野村不動産アーバンネット 1
三井住友トラスト不動産 1
三井不動産リアルティ 1

製造業
コーセー 3
カネボウ化粧品 1
桂新堂 1
東洋水産 1
ニッカ 1
日本無線 1
日立パワーデイズ 1
不二サッシリニューアル 1
ブリヂストン 1
三浦工業 1

金融業
茨城県信用組合 1
千葉興業銀行 1
千葉信用金庫 1
東邦銀行 1
野村證券 1
北陸銀行 1
みずほフィナンシャルグループ 1
三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券 1

卸売・小売業
ザ・ギンザ 9
青山商事 6
ビッグモーター 5
ヨドバシカメラ 5
くすりの福太郎 4
サマンサタバサジャパンリミテッド 4
ビックカメラ 3
アイ・ティー・エックス 2
ＮＡＡリテイリング 2
千葉薬品 2
パル 2
ベルク 2
ＭＡＲＫ ＳＴＹＬＥＲ 2
ラオックス 2
ワールドストアパートナーズ 2
アイ・エス・ガステム 1
アウディジャパン販売 1
アダストリア 1
イッセイミヤケ 1
大塚商会 1
カインズ 1
キャメル珈琲 1
旭興 1
銀座マギー 1
コーチ・ジャパン 1
コジマ 1
小島電機工業 1
資生堂ジャパン 1
ＪＡＬ－ＤＦＳ 1
ジンズ 1
生活協同組合コープみらい 1
成城石井 1
セリア 1
そごう・西武 1
ダイハツ千葉販売 1
大学生活協同組合グループ 1
高瀬物産 1
千葉トヨタ自動車 1
千葉トヨペット 1
東急ストア 1
ノジマ 1
羽田エアポートエンタープライズ 1
日比谷花壇 1

ファミリーマート 1
富士薬品 1
前田製作所 1
ユアサ・フナショク 1
渡辺パイプ 1

運輸・通信業
ＡＮＡエアポートサービス 4
国際自動車 3
日本航空 2
日本交通 2
エアアジア・ジャパン 1
ＡＮＡウイングス 1
ＪＡＬスカイ 1
ソラシドエア 1
テクバン 1
東京コンピュータサービス 1
日本ＳＥ 1
福山通運 1
USEN-NEXT HOLDINGS 1

サービス業
ジェイ・エス・エス 7
セントラル警備保障 4
ユニマットプレシャス 4
エイジェック 3
ゲイン 3
マーキュリー 3
高見 3
アイ・ケイ・ケイ 2
ポラス 2
桐和会 2
スタッフサービス 2
ベネッセスタイルケア 2
建通エンジニアリング 2
ティー・アンド・ティー・プランニング 2
アクティオ 1
アラマークユニフォームサービスジャパン 1
イストワールコンサルティング 1
エイチ・アイ・エス 1
ABC Cooking Studio 1
クラウディアコスチュームサービス 1
グローヴエンターテイメント 1
ＪＡＬナビア 1
綜合警備保障 1
ツーリストエキスパーツ 1

東京美装興業 1
東武トップツアーズ 1
ＴＯＫＡＩホールディングス 1
日本郵便 1
白洋舎 1
メディカル・ケア・サービス 1

宿泊・飲食業
東京ベイ東急ホテル 6
クリエイト・レストランツ・ホールディングス 5
アパホテル 3
ＡＮＡインターコンチネンタルホテル東京 2
日本ビューホテル 2
日本レストランエンタプライズ 2
アール・ティー・コーポレーション 1
ＡＮＡインターコンチネンタル万座ビーチリゾート 1
勝浦ホテル三日月 1
叙々苑 1
すかいらーく 1
東京ベイヒルトン 1
東京レストランツファクトリー 1
はなまる 1
バルニバービ 1
ヒルトン東京お台場 1
ポジティブドリームパーソンズ 1
ホテルオークラマカオ 1
松屋フーズ 1
レインズインターナショナル 1

公務員・教員
茨城県教育委員会（中学校） 1
我孫子二階堂高等学校 1
警視庁 1
埼玉県教育委員会（高等学校） 1
千葉県教育委員会（中学校） 1
千葉市教育委員会（小学校） 1
帝京長岡高等学校 1
東京都教育委員会（中学校） 1
新田高等学校 1

※企業名右記の数字は就職者数
※各業種の企業名は就職者数順
　（同数の場合は五十音順）

2017年度 卒業生の主な就職先

就
職
に
対
す
る

明
海
大
学
の
取
り
組
み

講
演
会　
「
就
職
を
取
り
巻
く

環
境
変
化
と
支
援
の
あ
り
方
」

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
　
内
苑
孝
美
教
授

株
式
会
社
　
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア

リ
ク
ナ
ビ
編
集
長
　
　
　
　
　
　
　
　
大
家
純
一
氏

第１部

第２部
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講
師
の
大
家
純
一
氏

※
紙
面
の
都
合
上
記
事
を
割
愛
し
て

い
ま
す
。
完
全
版
は
Ｈ
Ｐ
を

大黒章子准教授

く
、
例
え
ば
マ
ス
コ
ミ
や
外

資
系
、
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
３
月

ま
で
に
内
定
を
出
す
業
界
も

あ
り
、
企
業
に
よ
っ
て
異
な

る
の
が
実
態
だ
と
話
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
は

参
加
し
た
ほ
う
が
い
い
の
？

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

実
施
し
て
い
る
企
業
は
73
・

７
％
、
55
・
２
％
の
学
生
が

参
加
し
て
い
る
（
い
ず
れ
も

２
０
１
７
年
度
）。
今
年
度

は
さ
ら
に
増
加
傾
向
で
あ
る

と
い
う
。

 

「
結
果
的
に
は
参
加
し
た
学

生
の
ほ
う
が
就
活
に
対
す
る

満
足
度
が
高
い
。
こ
れ
は
企

業
や
業
界
を
知
る
う
え
で
も
、

自
分
を
知
る
う
え
で
も
大
い

に
役
立
ち
ま
す
」
と
大
家
氏
。

就
活
は
と
に
か
く

「
落
ち
る
」
も
の

　

就
職
サ
イ
ト
で
の
応
募
が

一
般
的
な
今
、
企
業
側
も
効

率
的
な
採
用
を
行
っ
て
い
る
。

あ
る
飲
料
メ
ー
カ
ー
で
は
40

名
の
採
用
に
対
し
、
１
万
４

０
０
０
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

そ
の
う
ち
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
（
Ｅ
Ｓ
）
合
格
者
は
２
５

０
０
人
、
こ
の
時
点
で
１
万

人
以
上
の
学
生
が
落
ち
た
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
面
接
ま

で
進
め
た
の
は
５
０
０
人
で

あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
就
活

は
『
と
に
か
く
落
ち
る
」
と

い
う
こ
と
を
学
生
も
保
護
者

も
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

保
護
者
は
ど
う
子
ど
も
を

サ
ポ
ー
ト
す
れ
ば
い
い
の
か

　

親
世
代
と
は
価
値
観
も
環

境
も
経
済
状
況
も
異
な
る
今
、

親
は
ど
う
子
ど
も
に
ア
ド
バ

イ
ス
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。

大
家
氏
は
「
想
像
で
答
え
る

よ
り
も
、『
大
学
の
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

行
っ
て
み
た
ら
』
が
一
番
有

効
で
す
」
と
話
す
。
そ
の
う

え
で
、
保
護
者
が
で
き
る
こ

と
は
、
励
ま
し
、
癒
し
、
否

定
し
な
い
こ
と
。

　

そ
し
て
最
後
に
、「
本
人

が
納
得
し
て
選
ん
だ
会
社
な

の
か
が
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
、

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
応
援
し

て
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と
結
ん

だ
。

宅
建
、
Ｆ
Ｐ
な
ど
資
格
取
得

の
勉
強
を
頑
張
り
、
３
年
次

に
は
学
費
半
額
免
除
と
な
り

ま
し
た
。
学
業
は
学
生
時
代

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
だ
と

思
い
、
頑
張
り
ま
し
た
。

関
村
：
結
婚
式
場
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
約
２
年
頑
張
り
ま
し

た
。
土
日
丸
一
日
な
ど
拘
束

時
間
も
長
く
、
体
力
的
に
も

キ
ツ
イ
職
場
で
し
た
が
、
社

会
の
厳
し
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
新
郎
新
婦
の

笑
顔
が
励
み
や
原
動
力
に
な

り
ま
し
た
。

進
路
を
意
識
し
始
め
た
の

は
い
つ
ご
ろ
、
ど
ん
な
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
か
？

関
村
：
３
年
生
の
12
月
ご
ろ

で
す
。
接
客
業
に
就
き
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
様
々

な
業
種
を
調
べ
た
あ
と
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
ブ
ラ

イ
ダ
ル
業
界
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。

ど
ん
な
学
生
生
活
を
送
っ

て
き
ま
し
た
か
？

安
藤
：
大
学
生
活
は
ハ
ー
ド

ワ
ー
ク
で
し
た
。勉
強
、サ
ッ

カ
ー
部
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
資

格
勉
強
を
す
る
た
め
、
１
年

生
の
こ
ろ
は
、
朝
３
時
に
就

寝
、
６
時
起
床
と
い
う
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。

野
沢
：
大
学
の
留
学
制
度
を

す
べ
て
利
用
し
ま
し
た
。
１

年
で
台
湾
、
２
年
生
で
北
京

に
１
カ
月
、
３
年
次
は
北
京

に
１
年
行
き
ま
し
た
。

石
原
：
３
年
生
の
前
期
ご
ろ

ま
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
ば
か
り
。

当
初
、
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
が

目
的
だ
っ
た
の
で
す
が
、
続

け
る
う
ち
に
店
長
と
相
談
し
、

お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
考
え
て
仕
事
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

齋
藤
：
２
年
次
に
海
外
研
修

制
度
を
利
用
し
イ
ギ
リ
ス
へ
。

石
原
：
３
年
生
の
６
月
ご
ろ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

す
る
と
、
有
名
大
学
の
優
秀

な
学
生
と
一
緒
に
な
っ
た
。

そ
の
人
た
ち
の
意
識
の
高
さ

に
自
分
も
刺
激
さ
れ
、
連
絡

先
を
交
換
し
、
情
報
交
換
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
沢
：
本
格
的
に
意
識
し
始

め
た
の
は
今
年
２
月
ご
ろ
。

１
月
末
に
留
学
先
か
ら
帰
っ

て
き
た
と
き
、
友
人
の
就
活

状
況
を
知
り
、
焦
り
を
感
じ

ま
し
た
。

安
藤
：
２
年
生
の
春
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
留
学
し
た
と
き
。

留
学
先
の
仲
間
が
東
大
な
ど

有
名
大
学
ば
か
り
で
、
そ
ん

な
人
が
先
を
見
越
し
て
学
ん

で
い
る
姿
を
見
て
、
今
の
ま

ま
で
は
社
会
で
役
に
立
た
な

い
と
意
識
し
始
め
ま
し
た
。

磯
田
：
今
年
２
、
３
月
ご
ろ

か
ら
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
仲
間

が
説
明
会
な
ど
に
参
加
し
は

じ
め
た
こ
と
で
危
機
感
を
感

じ
、
意
識
し
始
め
ま
し
た
。

在
学
中
に
や
っ
て
お
い
て

よ
か
っ
た
こ
と
、
や
っ
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
こ
と

は
？

磯
田
：
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
が
、
面
接
と
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
練
習
は
や
っ
て
お

い
て
良
か
っ
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の

勉
強
と
資
格
取
得
を
も
う
少

イ
ナ
ス
の
こ
と
を
言
わ
れ
る

と
気
持
ち
が
ナ
ー
バ
ス
に
な

る
の
で
や
め
て
ほ
し
い
。

野
沢
：
一
切
話
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
留
学
か
ら
帰
国

し
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、

「
そ
ろ
そ
ろ
だ
よ
ね
」
と
い

う
声
か
け
が
い
い
刺
激
に

な
っ
た
。

石
原
：
両
親
に
愚
痴
を
聞
い

て
も
ら
っ
て
い
た
。
子
ど
も

を
元
気
づ
け
る
、
や
る
気
を

出
さ
せ
る
方
法
を
知
っ
て
い

る
母
親
に
助
け
ら
れ
た
。

齋
藤
：「
自
分
で
決
め
な
さ

い
」
と
、
口
を
出
さ
な
い
で

い
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
が

た
か
っ
た
。
た
だ
、
内
々
定

を
数
社
も
ら
い
会
社
選
び
に

迷
っ
た
と
き
に
は
相
談
に

乗
っ
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
。

し
や
っ
て
お
け
ば
就
職
先
の

幅
が
広
が
っ
た
か
も
。

安
藤
：『
サ
ウ
ス
ピ
ー
ク
』

と
い
う
留
学
先
を
お
す
す
め

し
た
い
。
本
気
度
が
す
ご
く
、

３
週
間
の
滞
在
で
人
生
が
変

わ
り
ま
し
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

８
５
０
と
い
う
ス
コ
ア
も
そ

の
お
か
げ
で
す
。

野
沢
：
大
学
の
留
学
制
度
を

利
用
し
た
こ
と
。
履
歴
書
な

ど
に
も
書
け
る
の
で
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
。

石
原
：
経
済
学
科
の
人
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、
進
級

要
件
で
あ
る「
経
済
学
検
定
」

を
早
め
に
合
格
し
て
お
く
こ

と
。
そ
し
て
、
就
活
に
有
利

な
別
の
資
格
を
取
る
勉
強
を

し
て
ほ
し
い
。

関
村
：
１
、
２
年
の
間
に
う

ま
く
組
み
合
わ
せ
て
取
れ
る

だ
け
単
位
を
と
る
。
そ
う
す

れ
ば
３
年
生
の
と
き
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
参
加

し
や
す
い
。
４
年
次
の
今
は
、

授
業
が
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

就
活
中
の
親
御
さ
ん
と
の

関
わ
り
方
は
？

磯
田
：
ホ
テ
ル
業
界
と
い
う

こ
と
で
地
方
勤
務
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

伝
え
た
と
こ
ろ
、「
自
由
に

や
っ
て
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
取
り
組
め

た
。

安
藤
：
面
接
に
行
く
と
伝
え

る
と
、
母
は
「
楽
し
そ
う
ね
、

頑
張
っ
て
」、父
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
「
そ
の
会

社
、
評
判
が
良
く
な
い
」
と

対
照
的
だ
っ
た
。
や
は
り
マ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
４
年
生
が就

職
活
動
体
験
を
語
る
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

明
海
大
学
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
　
大
黒
章
子
氏

第３部

■参加者
　磯田　柊二さん（日本語学科）
　安藤　真樹さん（英米語学科）
　野沢　実穂さん（中国語学科）
　石原　知晶さん（経済学科）
　齋藤　亜美さん（不動産学科）
　関村友梨香さん
（ホスピタリティ・ツーリズム科）
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①今年度の意気込み・抱負を教えてください
②明海大のここが好き！を教えてください

　明海大の学友会は７つの組織で構成されて
いる（卒業アルバム制作委員会は現在中央委
員会が兼ねている）。学友会とは、全学生を会
員とした学生のための自治会組織のことで、
学生生活をより向上させるために、課外活動
を通じて、日々活動している。
　今年度の各リーダーに活動方針や抱負を寄
せていただいた。	 （敬称略）

2018年度 

学友会
リーダーに聞く

学友会会長中央委員会委員長
本田 将也（不動産学科２年）
① 2018 年 度 の 学 友

会会長を務めるにあ
たって、学内の日本
人学生と留学生の交
流を増やしていきた
いと考えています。
そのためには、各団
体の代表、そして留
学生連合会と密に連絡を取り合い、連携
を深めていきます。

②明海大学の好きなところは、キャンパス
が清潔でキレイなところです。学内全面
禁煙ということもあり快適な環境で勉学
に励んでいます。

体育会連盟会長
佐藤 貴一（経済学科４年／合気道部）

①主な業務は、「定例
会における各クラ
ブ間の情報の伝達」、

「施設の使用許可書
を提出」「中央委員
会との予算の協議」、

「 ク リ ー ン キ ャ ン
ペーン」、「浦安市の
地域ボランティア
活動」など。地域の皆様に愛される大学
に成長するためには、地域との連携の強
化が必要不可欠です。地域の清掃活動を
行うクリーンキャンペーンや、地域ボラ
ンティア活動に積極的な学生をますます
増やす必要性があると感じます。

②学生と、教員の距離感が比較的近く、アッ
トホームな大学です。気軽に先生と食事
をすることもあれば、困ったときには、
親身に相談に乗ってもらえます。

学術文化連合会会長
林 美希奈 （経済学科４年／吹奏楽部）
①昨年に引き続き学術

文化連合会の会長を
務めさせていただき
ます。昨年度の反省
を存分に生かし、学
術文化連合会に所属
している各団体の活
動の活性化をサポー
トしていきたいと思います。

②大学と学生の距離が近く、学生たちの意
見が反映されやすいと感じています。特
に、学生支援課の方々が親身に相談に
乗ってくださるので、円滑に大学生活を
送ることができていると思います。
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卒業記念アルバムについて

　2018 年３月・９月の卒業生全員に
記念として、教育後援会から卒業アル
バムが送付贈呈されます。返品を少な
くするため以下の項目をご確認くださ
い。

①日本人学生の送付先は、保証人住
所（本人宛）になります。保証人住
所に変更がある場合は、学生本人が
「Webポータルシステム」から届出
を行ってください。
②アルバムは無料です。送料のみ着払
いでご負担いただきます。
③お手元に届くのは 2018 年 12 月か
ら翌年１月を予定しております。

学園祭実行委員会委員長
白石隆信（英米語学科 2年）
①参加団体や地域の

方々のご協力により
明海祭は今年で 31
年目を迎えます。明
海祭に来てくださる
方々が笑顔で楽しめ
る企画を考えていま
す。学園祭実行委員
会役員全員が明海祭成功という目標に向
かって頑張っていきたいと思います。

②明海大学は施設がとても充実していま
す。メイカイクラブは毎年明海祭期間中
に学園祭役員が毎日お世話になっていま
す。一日の終わりに入るお風呂がとても
気持ち良いです。

留学生連合会会長
徐卓（日本語学科４年／中国）
①今年の国際交流合宿

はちゃんと行えるよ
うに参加する人を集
めます。去年は人が
集まらなかったため、
やむを得ず中止に
なってしまいました。
今年は宣伝にもっと
力を入れたいと思っています。

②まずは、キャンパスがすごく綺麗です。
そして、地域との交流機会が多いです。
大学からいろいろな知らせがあります。
そして、いろいろな活動に参加すること
もできます。就活をするときもしっかり
サポートをしてくれます。すごく助かり
ます。明海大学に来てよかったと思って
います。

卒業パーティー実行委員会委員長
阿部里佳子（中国語学科２年）
① 今 年 の 卒 業 パ ー

ティーでは、卒業さ
れる 4 年生特に留
学生や保護者の方な
ど、たくさんの方々
に来場していただき
たいと考えています。
国や年齢を超え、誰
もが楽しめるパーティーを目指していま
す。

②私の好きな場所は MPPEC です。お昼
ご飯を食べながら語学の勉強をしたり留
学生との交流を持てる場です。 国際的
で有意義な時間を過ごすことができてい
ると感じています。
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大
学
生
の
今
、こ
の
時
期
し
か
で
き
な
い

「
留
学
」
と
い
う
体
験
を

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
富
な

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

適
性
に
よ
っ
て
選
択

　

明
海
大
学
は
現
在
、
ア
メ

リ
カ
、カ
ナ
ダ
、中
国
、韓
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
10
の
国
と

地
域
・
30
大
学
と
協
定
を
結

ん
で
い
る
。
そ
の
中
か
ら
学

部
・
学
科
で
毎
年
派
遣
先
を

選
定
し
、
学
生
へ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
る
。
海
外

留
学
の
パ
タ
ー
ン
は
大
き
く

分
け
て
２
つ
。
派
遣
期
間
が

半
年
か
ら
１
年
の
長
期
留
学

と
１
週
間
か
ら
１
カ
月
程
度

の
海
外
研
修
だ
。

　

長
期
留
学
は
、
明
海
大
学

と
交
換
留
学
協
定
を
締
結
し

て
い
る
海
外
の
大
学
と
の
間

で
留
学
生
を
相
互
に
派
遣
・

受
入
れ
を
す
る
交
換
留
学
と
、

明
海
大
学
と
学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
て
い
る
海
外
の
大

学
に
留
学
す
る
協
定
校
留
学

の
２
種
類
が
あ
る
。
交
換
留

学
生
と
し
て
留
学
す
る
場
合
、

学
費
は
明
海
大
学
に
の
み
納

入
し
、
留
学
先
大
学
の
授
業

料
が
免
除
と
な
る
の
が
大
き

な
特
徴
だ
。
協
定
校
留
学
の

場
合
で
も
、
留
学
先
の
国
や

期
間
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
費
用
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
長
期
留
学
は
留
学

先
で
の
学
修
の
成
果
を
明
海

大
学
の
単
位
と
し
て
最
大
40

単
位
ま
で
認
定
す
る
制
度
が

あ
る
た
め
、
帰
国
後
も
ほ
か

の
学
生
と
同
じ
よ
う
に
進
級

し
、
４
年
で
卒
業
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
方
、
海
外
研

修
は
大
学
が
現
地
プ
ロ
グ
ラ

ム
費
や
滞
在
費
、
渡
航
費
な

ど
を
す
べ
て
負
担
す
る
奨
学

海
外
研
修
と
、
研
修
費
用
の

一
部
を
大
学
と
教
育
後
援
会

が
負
担
す
る
海
外
研
修
の
２

種
類
が
あ
る
。
奨
学
海
外
研

修
の
学
生
は
成
績
優
秀
者
の

中
か
ら
選
出
さ
れ
る
た
め
、

留
学
を
希
望
す
る
学
生
の

日
々
の
学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
研

修
の
内
容
は
語
学
研
修
か
ら

企
業
視
察
ま
で
様
々
で
、
各

学
科
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
リ

金
銭
面
で
の
負
担
を

な
る
べ
く
少
な
く
　

充
実
の
奨
学
金
制
度

　

留
学
を
す
る
に
あ
た
り
、

心
配
な
の
が
お
金
の
こ
と
。

学
生
が
安
心
し
て
留
学
に
専

念
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
よ

う
な
奨
学
金
制
度
が
整
っ
て

い
る
。

［
海
外
留
学
奨
学
金
］ 

　

５
カ
月
～
１
年
の
海
外
留

学
の
許
可
を
得
た
学
生
の
、

海
外
留
学
中
の
費
用
を
大
学

が
一
部
負
担
す
る
制
度
。
さ

ら
に
成
績
優
秀
者
に
は
、
留

学
先
に
よ
り
10
万
～
40
万
円

の
海
外
留
学
特
別
奨
学
金
を

支
給
す
る
。

（
本
学
授
業
料
お
よ
び
施
設

維
持
費
２
分
の
１
相
当
額
を

減
額
）

［
海
外
研
修
奨
学
金
］

　

各
学
部
学
科
が
企
画
し
た

海
外
研
修
に
参
加
す
る
学
生

に
対
し
、
奨
学
金
を
支
給
す

る
。

（
選
考
の
上
、３
万
～
25
万
円

〈
留
学
先
に
よ
り
異
な
る
〉）

［
教
育
後
援
会
留
学
研
修
費

援
助
金
］ 

　

海
外
留
学
特
別
奨
学
金
を

受
給
で
き
な
い
者
、
お
よ
び

海
外
研
修
参
加
者
に
は
、
浦

安
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援
会

か
ら
援
助
金
が
支
給
さ
れ
る
。

（
海
外
留
学
…
10
万
円
、
ま

た
は
20
万
円
、
海
外
研
修
…

３
万
～
５
万
円
）

［
奨
学
海
外
研
修
派
遣
制
度
］

　

各
学
部
学
科
が
海
外
研
修

を
企
画
し
、
成
績
優
秀
者
を

派
遣
す
る
制
度
。

（
海
外
研
修
に
係
る
費
用
を

大
学
が
全
額
負
担
）

＊

 

「
留
学
か
ら
戻
っ
て
き

た
学
生
は
、“
価
値
観

が
変
わ
っ
た
”
と
口
々

に
話
し
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
や
勉
強
に
熱
中
す
る

な
ど
青
春
時
代
の
過
ご

し
方
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り

ま
す
が
、
海
外
留
学
と

い
う
の
は
大
学
生
の
今

の
時
期
し
か
で
き
な
い

こ
と
。
ぜ
ひ
多
く
の
学

生
に
海
外
留
学
を
選
択

肢
に
入
れ
、
せ
っ
か
く

あ
る
留
学
制
度
を
フ
ル

に
使
っ
て
実
現
さ
せ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」

き
る
の
で
、
勉
強
は
頑
張
り

ま
し
た
ね
。
留
学
が
決
ま
っ

た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

●
い
ろ
い
ろ
な
国
の
留
学
生

と
考
え
方
の
違
い
に
悩
ん
だ

こ
と
も

　

留
学
先
で
は
、
寮
生
活
で

し
た
。
日
本
人
留
学
生
３
人

と
同
部
屋
だ
っ
た
の
で
心
細

く
は
な
か
っ
た
で
す
。
授
業

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
学
生

と
一
緒
で
す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
授
業
で
は
、
日
本

人
は
ど
う
し
て
も
消
極
的
な

の
で
、
他
国
の
学
生
に
「
な

ん
で
黙
っ
て
る
ん
だ
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
。
で
も
日
本

人
も
き
ち
ん
と
考
え
て
は
い

る
。
そ
こ
で
意
見
を
紙
に
ま

と
め
て
渡
し
た
ん
で
す
。
英

こ
と
は
私
の
周
り
の
学
生
に

は
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る

ん
で
す
。
将
来
は
こ
の
経
験

を
生
か
し
て
教
師
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
留
学
す
る
人
は

何
か
目
標
を
決
め
て
留
学
生

活
を
送
る
と
い
い
と
思
い
ま

す
。
私
の
場
合
は
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
と
き
は
司
会

に
立
候
補
す
る
と
か
、
決
め

た
目
標
を
実
現
す
る
よ
う
心

が
け
た
こ
と
で
充
実
し
た
留

学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
海
外
に
行
っ

て
み
た
い
で
す
。
積
極
的
に

海
外
に
出
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
に
合
っ
た

特
色
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
て
い
る
。

 

「
短
期
で
研
修
に
行
っ
て
か

ら
長
期
の
留
学
を
目
指
す
学

生
が
多
い
」
と
話
す
松
田
さ

ん
。
研
修
で
海
外
の
雰
囲
気

を
味
わ
い
、
海
外
で
勉
強
を

し
て
み
た
い
と
い
う
希
望
が

生
ま
れ
る
の
だ
と
か
。「
留

学
に
興
味
の
あ
る
学
生
は
、

ぜ
ひ
学
事
課
（
留
学
支
援
担

当
）
窓
口
に
来
て
く
だ
さ
い
。

一
人
ひ
と
り
の
興
味
・
目
的

に
応
じ
て
最
適
の
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
」。

　

親
と
し
て
は
不
測
の
事
態

が
心
配
だ
が
、
緊
急
連
絡
先

と
し
て
大
学
の
留
学
支
援
担

当
に
つ
な
が
る
電
話
番
号
を

伝
え
て
い
る
ほ
か
、
緊
急
時

に
は
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
敷
か

れ
て
い
る
。「
病
気
・
事
故
・

災
害
・
テ
ロ
な
ど
は
そ
の
都

度
違
う
状
況
で
発
生
し
ま
す

か
ら
、
こ
の
対
応
が
正
解
と

い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り
ま

せ
ん
。
臨
機
応
変
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
職
員

は
現
地
の
情
勢
な
ど
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」

　

学
費
は
留
学
先
の
国
、
大

学
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、

詳
し
く
は
担
当
教
員
や
留
学

支
援
担
当
で
お
尋
ね
を
。
留

学
先
ご
と
に
募
集
説
明
会
も

実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
子

ど
も
が
留
学
に
興
味
が
あ
り

そ
う
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
る
よ
う

勧
め
て
み
て
は
。

　

留
学
す
る
時
期
は
３
年
次

が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
就
職

活
動
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る

た
め
二
の
足
を
踏
む
学
生
も

少
な
く
な
い
と
い
う
。
し
か

し
、
就
活
の
状
況
に
つ
い
て

は
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
情
報
を
逐
一
提
供
し

て
い
る
の
で
、
大
き
く
心
配

す
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
。

●
留
学
し
た
く
て
選
ん
だ
明

海
大
学

　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
留
学

と
い
う
夢
が
あ
り
、
明
海
大

学
に
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

親
は
私
の
決
め
た
こ
と
に
は

賛
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
学
後
、
成
績
優
秀
者
は

大
学
の
費
用
負
担
で
留
学
で

語
を
話
せ
て
も
書
く
の
は
苦

手
な
学
生
と
、
お
互
い
の
良

さ
を
認
め
合
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
授
業
で
は
ア
メ
リ

カ
文
化
を
勉
強
。
日
本
で
の

事
前
学
習
の
お
か
げ
も
あ
り
、

よ
り
深
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
地
域
に
よ
っ
て

文
化
も
違
う
よ
う
で
す
が
、

リ
ベ
ラ
ル
な
考
え
の
西
海
岸

は
自
分
に
は
合
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。

●
積
極
的
に
海
外
に
出
て
、

日
本
を
客
観
的
に
見
る
機
会

を
　

留
学
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

や
は
り
世
界
に
は
い
ろ
い
ろ

な
考
え
の
人
が
い
る
と
い
う

こ
と
。
日
本
に
い
て
も
わ
か

る
の
で
す
が
、
実
際
に
海
外

に
行
っ
て
肌
で
感
じ
る
の
と

全
く
違
い
ま
す
。
日
本
に
い

る
と
ど
う
し
て
も
視
野
が
狭

く
な
り
が
ち
な
の
で
、
海
外

に
出
て
自
分
を
、
そ
し
て
日

本
を
客
観
的
に
見
る
経
験
は

若
い
う
ち
に
し
て
お
い
た
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

　

今
回
の
『
潮
風
』
50
号
は
、

明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス

教
育
後
援
会
創
立
30
周
年
記

念
特
集
号
と
な
っ
て
お
り
、

通
常
よ
り
４
面
多
い
、
12
面

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

会
が
創
立
30
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
前
回
20
周
年
時

に
な
ら
っ
て
保
護
者
の
皆
様

に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い
を

し
ま
し
た
。
そ
の
集
計
結
果

を
８
～
11
面
に
掲
載
し
ま
し

た
。
保
護
者
の
方
々
の
日
頃

の
思
い
を
皆
で
共
有
し
、
今

後
の
本
会
の
活
動
に
役
立
て

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

６
・
７
面
の
キ
ャ
ン
パ
ス

め
ぐ
り
の
取
材
で
は
メ
ッ
ツ

コ
モ
ン
ズ
や
エ
ム
ペ
ッ
ク
で

実
際
に
そ
こ
を
利
用
し
て
い

る
学
生
の
生
の
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
、
そ

の
場
所
を
自
分
の
勉
強
に
生

か
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し

ま
し
た
し
、
保
護
者
と
し
て

自
分
の
子
ど
も
が
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
大
学
の
施
設
の

す
ば
ら
し
さ
に
も
感
動
し
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
就
職
関
係
の

記
事
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
編
集
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
委
員
長　
戸
澤
五
月
）

編
集
後
記
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２. 海外研修（計109名） （注）○は奨学派遣

対象 期間 派遣先 派遣
人数

日本語学科 16 日間 ○シャフストンカレッジ（オーストラリア） 6
英米語学科 23 日間 カンタベリークライストチャーチ大学（イギリス） 6

22日間 ○カリフォルニア大学ロサンゼルス校（アメリカ） 10
30日間 シーキューユニバーシティ（オーストラリア） 6

中国語学科 23 日間 北京師範大学（中国） 8
８日間 ○東呉大学（台湾） 8

ＧＳＭ ６日間 アジア研修（シンガポール） 23
経済学科 22 日間 ○シーキューユニバーシティ（オーストラリア） 10

６日間 ＪＴＢ台湾（台湾） 4
８日間 ＪＴＢシンガポール（シンガポール） 7

不動産学科 10 日間 ○ケンブリッジ大学（イギリス） 4
ケンブリッジ大学（イギリス） 7

ＨＴ学科 19 日間 ○ハワイ大学（アメリカ） 10
※総計 116 名のうち 38 名が教育後援会の奨学金を受けて留学

2017 年度海外留学・海外研修派遣（実績）
1. 海外留学（計7名）

対象 期間 派遣先 派遣
人数

中国語学科 2017 年 2月～翌 1月（12カ月）北京師範大学（中国） 2
2017年 2月～翌 1月（12カ月）復旦大学（中国） 2
2017年 2月～翌 1月（12カ月）浙江大学（中国） 2

ＧＳＭ 2017 年 9月～翌 1月（5カ月）北京師範大学（中国） 1

　
明
海
大
学
で
は
主
に
語
学
系
の
学
科
を
中
心
に
、
毎
年
１
０
０
名
以
上
の
学
生
が

海
外
へ
留
学
や
研
修
に
行
く
。
こ
の
背
景
に
は
、
大
学
や
教
育
後
援
会
が
行
う
手
厚

い
留
学
支
援
制
度
が
あ
る
。
意
欲
あ
る
学
生
の
背
中
を
押
す
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
っ

て
い
る
こ
と
は
親
と
し
て
あ
り
が
た
い
。
制
度
に
つ
い
て
留
学
支
援
担
当
の
松
田
尚

主
幹
に
聞
い
た
。

明
海
大
学
の
留
学
支
援
制
度

留学体験者インタビュー

小林　崇晃さん（英米語学科３年）
◆留学先　UCLA（アメリカ）

〈２年生夏休みに３週間滞在〉

世界を肌で感じ
広い視野を持てるように


	１面
	２面
	潮風３面
	潮風4-5面
	６－７面
	８面
	９面
	10面
	潮風11面
	潮風12面

